
 
 

今までの開発手法に全く捕らわれない 

新しいリチウムイオン二次電池の開発 
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高エネルギー密度のバルク全固体電池として硫化物型の開発が先行しているが、より安全に使用

可能な硫化水素発生懸念のない酸化物型の研究開発も追従して行われている。一方で、全く新しい

高伝導電解質の提案もなされており、ハイドレートメルト 1)やシリカ－イオン液体コンポジット 2)

は、水系プロセスや低温駆動可能、プロセス/応用ウィンドウの急速拡大により着目されている。さ

らに近年、電気化学的特性に優れフレキシブルな酸化物−ポリマー複合型固体電解質 3)が報告され

た。我々は、酸化物をベースとし、環境に調和し、成形性に優れる固体リチウムイオン電池を実現

するため、しなやかな固体性状と数 mS/cm 級のイオン伝導度を有する電解質 4−5)を開発した。電池

の世界では“禁水”が一般的であるが、環境調和を考慮し、あえて水を利用した。水を利用してい

る限り電気分解のコントロールが大事になるが、的確に制御する事でクリアすることが出来る。開

発した固体電解質を使って作製した全固体電池の特性について報告を行う。電池研究において、異

物質界面におけるイオン伝導性の低下が課題として上げられているが、本研究では界面抵抗を下げ

るために材料学的にどのような設計指針を持つべきか、深く議論出来たら幸いである。 
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